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1.
は
じ
め
に

こ
の
文
書
はM

arkdow
n

で
書
か
れ
、jtypeset.m

d

で
組
版
さ
れ
て
い
る
。
見
出
し
は
自
動
採
番
さ
れPD

F

の
し
お
り
に

な
り
、先
頭
の
目
次
は2

パ
ス
目
で
確
定
し
た
ペ
ー
ジ
番
号
を
持
つ
。第1.1

章
で
対
応
す
る
記
法
を
示
し
、図1

と
表1

を
参
照

す
る
例
も
含
め
る
。

段
落
は
既
定
で
一
字
下
げ
に
な
り
、行
末
は
両
端
揃
え
、約
物
はJLReq

の
ア
キ
量
表
に
従
う
。強
調
は
太
字
、斜
体
は
欧
文

だ
け
が
傾
く（
和
文
は
立
て
た
ま
ま
）。inlinecode

は
等
幅
で
は
な
く
ゴ
シ
ッ
ク
で
区
別
す
る
。リ
ン
ク
は
印
刷
向
き
に
リ
ポ
ジ

ト
リ1

の
よ
う
にU

RL

を
脚
注
へ
落
と
す
。

1.1

こ
の
文
書
で
使
っ
て
い
る
記
法

見
出
し#

〜###

に{#label}

を
付
け
る
と{ref:label}{page:label}

で
参
照
で
き
る

・
脚
注
は[^1]

と
定
義
行2

。
番
号
は
文
書
を
通
し
て
連
番
で
、
注
は
段
の
末
尾
に
集
ま
る

・
ル
ビ
は
青
空
文
庫
記
法
組く

み
は
組版

か
、
漢か

組
じ字

に
直
接
《
》
を
付
け
る

・

入
れ
子
の
箇
条
書
き
は
字
下
げ
し
て
続
く

　◦

も
う
一
つ
の
項
目

　◦

1
https://github.com

/w
am

soft/glyphw
are

2

脚
注
の
本
文
。
こ
こ
に
も
強
調
やcode

が
書
け
る
。
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数
式
は$…

$

と$$…
$$

。既
定
でM

icroTeX

（LaTeX

数
式
）が
組
む
。frontm

atter

のm
ath

でm
athtext

や
外
部

コ
マ
ン
ド
に
も
切
り
替
え
ら
れ
る

・
番
号
付
き
の
箇
条
書
き

1.

二
つ
目
。
文
章
が
長
く
な
っ
て
折
り
返
す
と
き
も
、
二
行
目
以
降
は
番
号
の
ぶ
組
だ
け
下
が
っ
た
位
置
か
ら
始
ま
る
の
で
読

み
や
す
い
。

2.

三
つ
目

3.1.2

コ
ー
ド
ブ
ロ
ッ
ク
と
表

im
port jtypeset as ts

fonts = ts.FontSet()
fonts.load_fle("data/NotoSerifJP-Regular.otf", "serif")
fow

 = ts.Flow
()

body = ts.TextStyle(["serif"], 10.5)
for i, line in enum

erate(["

吾
輩
は
猫
で
あ
る
。", "

名
前
は
ま
だ
無
い
。"]):

    if i %
 2 == 0:  # 

タ
ブ
字
下
げ
は 4 

桁
の
タ
ブ
位
置
に
展
開
さ
れ
る

        fow
.add_paragraph(ts.Paragraph(line, body))

pages = ts.Flow
Layouter(fonts).layout(fow

, ts.PageSequence())
ts.save_pdf(pages, "neko.pdf")
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表1

　M
arkdow

n

とtypeset

の
対
応

記
法

typeset

の
ブ
ロ
ッ
ク

備
考

#

見
出
し

H
eadingBlock

採
番
・
し
お
り
・
目
次

段
落

ParagraphBlock

一
字
下
げ
・
両
端
揃
え
・
脚
注

-

項
目

ListBlock

入
れ
子
は
字
下
げ

|

表|
TableBlock

直
後
の
「
表:

〜
」
が
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

![](im
g)

Im
ageBlock

単
独
の
段
落
な
ら
図
、
文
中
な
ら
行
内
画
像

$$
…

$$
O
bjectBlock

数
式
ハ
ン
ド
ラ
で
組
む

1.3

図
と
数
式
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図1

　
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
図
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は

alt

か
ら
取
る

typeset で Markdown から PDF を作る

5 / 8



行
内
の
数
式

e
i¼
+
1
=
0

は
本
文
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
に
揃
い
、
別
行
立
て
の
式
に
は
番
号
が
付
く
。

Z
1¡1
e ¡
x
2d
x
=
p
¼

(1)

式(1)

の
よ
う
に
参
照
で
き
る
。
数
式
はM

icroTeX

が
組
み
、
数
式
フ
ォ
ン
ト
の
グ
リ
フ
と
し
てPD

F

に
埋
め
込
ま
れ
る
。

ハ
ン
ド
ラ
が
無
い
環
境
で
は
代
替
テ
キ
ス
ト
が
出
る
だ
け
で
、
組
版
は
止
ま
ら
な
い
。

行
列
や
場
合
分
け
も
そ
の
ま
ま
書
け
る:

µ
a
b

c
d ¶
µ
xy ¶

=

Ã
a
x
+
by

cx
+
d
y !
;

f(x
)
=

(
x
2

(x
¸
0)

¡
x

(x
<
0)

引
用
は
背
景
を
付
け
て
段
落
ご
と
に
置
く
。
長
い
引
用
で
も
段
ま
た
ぎ
は
通
常
の
段
落
と
同
じ
扱
い
。
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2.
縦
組
み
に
つ
い
て

同
じM

arkdow
n

をw
riting:vertical

に
す
る
と
縦
組
み
で
組
め
る
。縦
組
み
で
は
数
字
や
欧
文
が
横
倒
し
に
な
り
、ル
ビ

は
右
側
に
付
く
。台
本
や
小
説
の
下
書
き
をM

arkdow
n

で
書
い
て
、そ
の
ま
ま
縦
組
み
のPD

F

に
す
る
使
い
方
を
想
定
し
て

い
る
。

2.1

ま
と
め

M
arkdow

n

の
要
素
とtypeset

の
ブ
ロ
ッ
ク
は
ほ
ぼ1:1

に
対
応
す
る
の
で
、
変
換
器
は
薄
い
。
足
り
な
い
記
法
は<!--

pagebreak
-->

や{#label}

の
よ
う
な
小
さ
な
拡
張
で
補
い
、
組
版
の
判
断
は
す
べ
てtypeset

側
に
任
せ
て
い
る
。
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3.
索
引

本
文
の{index:

よ
み|

用
語}

を
集
め
た
索
引
。[index]

の
位
置
に
置
か
れ
る
。

か
脚
注

2
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